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In patients with various cerebral lesions (tumors, epile戸iesand others), the blood chole耳teゐl

level wぉ determined~y the colorimetric method of Scho巾eimerand Spe町

The results were・ as follows : 

1) Regar<lless of the nature of the lesion, the level of total blood cholesterol (free and 

esterized) wasイoundin most回 sesto be nearly within normal limits, i.e. 140-170mg/dl. 

2) However, a slight increase in total blood cholesterol was found much more frequently 

in brain tumors than in any other lesion of.. the brain. A pa1:ticularly remarkable and regular 

increase could not be obtained in pituit司rytumors or in tumors associated with obstructive 

・ hydrocephalus. 

3) Cholesterol ester quotient showed likewise nearly normal values, i.e. 50:-70 % in most 

cases, though a slight increase was not infrequently o凶宇rvedin tumors, esp~cially of the 

pOsterior fossa. No ,definite c~anges were found in pituitary tumors. 

4) An increase in total blood cholesterol and in ester quotient was observed following the 

removal of a brain tumor. This is apparently of no significance, since it was also observed 

・after any of intracranial or other operations. 

緒言
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へ-z;;ハレノレ。

他方脳下者間及ピ硯Ji下部，特＝－ Tuber cinereumガ脂肪及ピ類脂檀ノ代謝＝針シテ，調節的

＝作用スルコトガ唱ヘラレテヰル。ソシテ此等ノ部位ノ機能信下ヲ伴フ犠ナ疾患＝際シテ，血

液中Lコレステリン寸ノ：増加スルコドガアルト云ハレル。之ハ叩JI犬腺ヲ介シテ現ハレル現象ト思ー

ハレルガ，甲駅腺ノ原護性疾患ノ；場合程定界！的デハナイィソノ理由ノ一部ハ脳下垂樫叉ハ硯Ji

下部ノ慢性疾患ニヨル物質代謝異常ハ比較的代償サv易イ傾向ガア／レ露デハナカラウカー併シ

H. Cushing及ピ L l¥I. Davido仔＇＝ヨルト（Studiesin Acromegaly, IV. The Basal Metabolism. 

Arch. Int.孔led.1927, 39, pp. 673-697），脳下垂鯉ノLエオジノフ才ー／レ寸腺腫， IWチ Lエオジ

ン「F郁子細胞ノ；機能充進欣態ト認ムベキ Lアクロメガリ－•.：：：：於テハ，基礎代謝ノ上昇スル毛ノ

ガ多クp Lクロモフオープ寸腺腫，自Pチ脳下悉瞳内分泌機能ノ低下朕態ト見倣スベキ Dystrophia

adip<>sogenitalisヲ件フ患者＝於テへ基礎代謝ノ低下スル毛ノガ多イ。基礎代謝ノ上下ト血液

中Lコレステリン寸ノ減増トハ大樫卒行スルモノデアルカラ， Lアクロメガリ－.，デハ血中 Lコレ

ステリン’ノ減少， Dystrophiaadiposogenitalisデハソノ増加ガ期待サレル。 Dystrophiaadiposo-

genital isハ脳下垂韓腫蕩（Lクロモフオープ寸腺腫及ピLクラニオフアリシギオーム寸）ノ揚合ノミ

デナク，第三隣室臆蕩ヤ，親丘下部ノ：炎症性病費，叉ハ閉塞性脳水腫＝ヨル第三脳室壁ノ仲良

座迫（後頭蓋需服務ノ；揚合ノ如シ）， ＇又ハ犬脳腫蕩ノ揚合＝サヘソノ間接的歴迫＝ョツデ柿デハ

アルガ見ラレル事ガアル。斯様ナ揚合＝血液中ノLコレステリン1ノAA態ハ如何ナツテヰルデア

ラウカ。叩欣腺疾患ノ；揚合程著明デハナイニシテモ，何等カノ費化ヲ認、メ得Fレノデハナカラウ

カ。斯ル想定ノ下＝京都帝園大接外科事較室＝於ケル種々ナル脳腫務ノ入院患者＝就テ，血液

中Lコレステリン「ノ測定ヲ行ツタノデアル。

Lコレステリシ「測定法

Schonheimer及ピ Sperry法＝ヨリタルモ，京都帝大松尾内科立石武雄氏支Tコノ方法ヲ追試ス

ル＝アタツテ行ツタ幾分カノ蟹更ヲ踏襲シグ（立石武雄； Lコレステリン1睦代謝＝開ス1レ寅験

並＝臨床的研究，第1間報告： Lコレステリン寸簡定量法ニ閥スル吟味，寅験消化器病・撃，第13

巻，第1班，昭和13年1月，第21-34頁）。倫測定ハ会血＝就テデナク血清＝就テ行ツタモノ

デ，立石氏ガ血清1.0-2.0ccmヲ用ピテキルノ＝封シテ，吾々ハ2.0-3.0ccmヲ用ヒルヨトトシ

タ。ソ I(ハ遊・離Lヨレステリン ＇7；量ガ少イ揚合＝ハ， ソノ定量＝於ケJレ比色ガ困難デ， Eシイ

f直ヲ得刻；イ鵡， 一血清量ヲ多、クシテ置ク方ガ便利グカラデアル。

定量質施ノ順序ハ次ノ如クデアル。

患者ノ早朝容腹時静脈血ヨリ得タル血清・2.0-3.. 0ccmヲ用ヒテ，之ヲLアルヨホル・エーテル1

(3 : 1) .＝.テ抽出シタル後，抽出液ノlOccmヲトツテ綿Lヨνステリン1量ヲ， 30ccmヲトツテ遊

離Lコレステリン寸量ヲ定量スル。

組 Lコレステリシ1定量：
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抽出液ノlOccmヲ小Lビーカーっ己トツテ，加水分解ノ目的テ之ニ飽和I苛性曹j主ii主0.25ccmヲ

カ日へ，水浴上＝テ加熱シテ時々乾燥ス’fレ＝至ラシム。之.：：.80：フッ」アルコホル寸約lOccmヲImヘテ

裕解， L7エ J ールフグレイン寸ヲ標識トシテ， 5%碕~~陵＝テ，，＿，和シタル後， 1 %Lヂギト z ン1

(809百Lアルコホル寸i作液）2.0ccmヲ加へ， 再ピ7k1riJ-：ニテ加熱シテ略々乾燥セシム。過剰！ノtーヂ
ギトエン「及ピ爽雑物ヲ除去スル目的＝テ，コノ内容ニ80%Lアセトン寸約lOccmヲ加へ，之ヲ

小硝子俸ヲ用ヒテ容量約40ccmノ遠心沈澱管＝移シ＇1分間2000組側15分間違心ヲ行ツテ，上

清液ヲ注意深ク吸『｝｜シチ棄ツ。吏ニ80%Lアセト、ン「lOccm－＝－テ，サキヘビーカー寸ヲヨクj先ヒ，

洗液ハ遠心沈澱管ニ移シテ，先ノ沈澱トヨク混和シ，前同校七遠心ヲ行ヒ，上清ヲ注意シテ吸

引廃棄ス。同様ノ操作ヲ倫純Lアセトン－，＝－ テ1悶，純Lヱーアル寸＝テ1同行フ。然ル時ハ」ネ

レステリン・ヂギト＝イドハ純粋＝抽出サレテ沈澱ト シティ｛－｛1：スル。コノ減：i殿ヲ乾燥セシメ，

純氷酷酸2~0ccmヲ加へテ水市＿！：：－＝－少シク地メテ溶解セシム。来￥1＝－冷却後，無1k踏破4.0ccm,

漉硫酸0.2ccmヲ加ヘヨク混和ス。コノ際熱ヲ護スノレコト，IL；シケレパ，冷水中ニテJ仙｜］シ＂／.ツ混
和シ，液温ヲシテ20。Cヲ越ヘザラシム。然ラザレバif主ハ貨掲色ノ言r.J子ヲ帯ピ易ク，比色ニ際シ

テソノ讃，ミヲ不E確ナラシム。一方向時＝規準液（」コレステリン・ヂギ I「＝イドノ25.0mg/di 

氷際酸溶液） 2.0ccmヲトリテ，同ジク無Jk酷酸4.0ccm, i農硫酸0.2c;:mヲ加ヘヨク混干日シ，被

検液ト共＝－2'0。C ノ暗函内ニ30分放置ス。後之ヲ取IH シ． ヅボスク比1'~~十ヲ 1日ヒ，規i'\f；液ノ高サ

ヲ20トシテ青色濃度ヲ比色ス。

遊離Lコレステリシ「定量：

抽出液30ccmヲ容量40ccmノ遠心沈澱管＝トリテ， 1%」ヂギト＝ン1間精液i夜2.0ccmヲ加

へ， 1k浴上＝加熱シテ略々乾燥セシム。之.：：.8Q%Lアセト ン寸評JlOccmヲ加へ．小石i'f子棒ニテ管

壁ノ沈澱ヲヨク剥離セシメ. 1分間2000廻怖15分間違心沈澱シ，上清ヲ訣意深ク吸『jlシテ楽ツ。

同様ノ操作ヲ倫80%Lアセトン「1問，純Lアセトン－， 1同， Lエーテル寸1同’む行フ内

共後ハ綿Lコレステリン寸ト同様ニ底世シテ比＇（~~ ヲ行 70

しコレステリン・エスチル「量ハ綿しコレステリン「量ヨリ遊離しコレステリン寸呈：ヲ時除シタル

モノヲ以テソメ慣トス。

3聖験ヲ績ケテ行タ内＝.＇ ＿］：記ノ’必殺操作ヂノ、，1）遊間ELコレステリ ン1母方・少イ時エノ、， ソノ比色ノ正ftit

F期末ル箆＝－ 2.0-3.0 ccm ノ比較的多披／血清ヲ~スルヨ I·, 2) ~＂＇レ Z テリ ン・ヂギトエイドノ沈澱洗練
操作ハ5岡＝互H遠心分向性スル要アルヲ以テ，多クノ努力ト業品トヲ消費スルヨト．ノ 2‘Yノrn肉7＂ヅテ，
J.l離Lヨレλテリン寸ヲ定量シナイヂ， ~＂＇レステリン・エステル1 ヲ定力i；シ テノ、如何ヂアヲウト考へ F。印チ

血清1.0ccmヲ30ccmノLアルコホル・エーテル守（3:I ）エテ抽~II ＇－＇，一旦之 7乾燥セ シメ．ヨた＝－Lエーテ Pレ1

li.Occmヲ刻ヘテ溶解，之＝－ 1 タんヂギト ニ ン 1泊精液 O.iccm ヲ刈lへ，約；30分間37°C／恒泌総ti• エ放；詮スル。

次ヂ之ヲ鰍場チル潟紙（1司oyo11,置紙No・2)＝－テ滅過シ，ソノ j慮波ヲ乾燥瓶エ移シ ， E旺 ＝－ lO~Vιエーテル1-=­

テ2岡原乾燥瓶ヲt危機シ，前悶様＝乾燥瓶ニ減過スル。之ヲ吸引＝ョリ乾燥セシメ，線、Lヨレステリンソ湯
，合ト問機＝墨色反感＝ヨツテ比色スルノヂアル。コノ方法ヂノ、しコ νzテリン・エステル1方、 i）抽出＝－ITJヒ

ル三角L::i Iレペン1, ii）液紙自身及ピ鴻紙上ノ蛋白凝岡位＝附着シテ一部火ハレル課ヂアルff, y ／長火量ハ
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音量備貸験＝ヨルト，＝ノ方法ユ 3 JI’L"'-,;r.テル1測定値ノ大鐙12%前後ヂアルカヲ， ヨノ12%ヲ加，、テ繍亙且

レバヨイト云7」ト＝ナヅタヵ・，著者ノ；不慮ノ死ニヨツテ，Z電際ノ例＝ヨノ方法ヲ行ツタノハL例シ泊予・ィ．

費駿成績

血清中綿」コレステリン寸量14ト 170mg/dl,.Lエステ／レ1比率5ト 70%－.，，以テE常移動範囲ト

シテ判定スルコトニシタ。

1) 穂Lコルステリシ寸量

第 1表＝示サレタJレそ如クデアル。之ョリ知リ得ルコトハ，

• I 表

H吋蜘内例数clIIE常貫リ高キモノ例数：.正常守畑一同計例数
商品 腫 蕩

膝｜良性繍絢
恒 l 、
.VI・ I外傷性秘術
外 ｜頭蓋外傷後肢F草

色｜州雑勝疾患

疾 ｜
態L l 計

9 

4 

1 

4 

2 

11 

。。
。
1 

。
“ 
2 

1 

4 

9 22 

勝以外ソ雑制1綾疾患． J . 2 I o I 4. I 6 
L円ルニア， 1・ ~ 2 I 0 ・ I 2 I 4 

9ト科的結核十 o I 1 !. 2 I s 

1) 大韓＝於テ.rr::常範閣内ノモノガ多イガ，脳腫蕩ノ際＝．他ノ；揚合ヨリモ遁＝多ク綿 L:J 

レステリン「量ノ増加シテヰルモノガ見ラレル。ソノ減少セルモノハ之＝比シテ少イ。コノ：事

賓ハ脳腫蕩＝特有デアルカノ如クサヘ見ヱfレ。併シ綿しコレステリン寸量ガ増加シテヰルト云ツ

テモ， 6例中3例ハ200mg/dl・迄ノ値デアリ， 230mg/di迄ノモノ 2例， 260mg/di 1例デ左程

著明ナfレ増加デハナイ。之ヲ吾k ガ取扱ツタ全身L＋サントーム「症ニ於ケJレ417mg/di，高度

ノ黄痕ヲ伶ツグ騨臓腫蕩＝於ケル510mg/dl＝比スレパ甚ダ唖徴ナル増加＝過ギナイノデアル．

2) 異性路樹共他ノ脳疾患及ピ針照トシテ行ツタ脳以外ノ普通外科的疾患デハ，例数モ少イ

ガ， 1E”常範囲内ニアルモノエ弐イデ，疋常ヨ E低イモ fガ多イコトエナツテヰル。

次＝此等ノ脳腫蕩患者＝於テ，腫蕩ノ部位＝ヨツテ血清綿」コレステリン寸量＝何等カノ；相違

ガアルデアラウカ。

第2表＝就テ見ルニ，

3) 脳下霊檀及ピ共附近ノ腫軍事デ，血清中綿Lコレステリン寸ガ増加シテキル様ナ事責ハナイ。

本ロ却ツテ増加セルモノガ少イノデハナイカトイフ印象サヘ興へ／レ。

4) 閉塞性脳水腫ヲ伴フ腫蕩，主ト シテ後頭蓋需腫蕩ノ際ニ，血清綿しコレステリン『ノ：増加

ガアルノデハナイカトイフ事モ明カデハナイ。自Pチ第2表rp閉密性脳水腫著明ナリシモノρ，

I群9例中 l,2, 3, 4, 7ノ5例， E群6例中 1,2, 3, 4ノ4例， E群3例rjl1 l 1 {11］デア

ル。左様ナ傾向ヲ認メナイトイフ方ガ等ロ安全デアラウ。
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表

，義仲間盟疹

" 
小脳腹筋 r 

矢紙質外Lメエンギオーム可

前厳禁Lグリオーム1

土耳ti章宏外Lノイリノーム寸

悪性Lクラエオ7ア Fンギオーム可
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掠紳綾服務

脳下雲監量豊Lクロモアオープ1腺腫
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要スル＝腫審ノ部位＝ヨル差違ハ明カデナイノデア／レ。

" 2) Lコレステリ》・ヱステ＇＂.，比率

，脳下垂髄ガソノLホjレモン寸エヨツテ甲欣腺，副腎，生殖・腺等ヲ介シテ物質代謝＝開輿スル他，

副腎ヲ中権利t経特＝閥丘下部＝於ケル物質代謝調節中植ノ調節作用ガ大小内臓神経ヲ経，肝，

通ジテ行ハレルコトハ，従来色々 J人エヨツテ唱ヘラレテヰル所デアル。

肝機能障碍ノ際.： Lコレステリン・ヱステル寸比率ノ！墜落ガ見ラレルコトへ Thannhauser 

〆以来、注目ヲ惹キ．京大松尾，井上内科＝於テ種々研究サレタ所デアルガ，脳腫蕩特＝脳下垂檀

又ハソノ附近ノ腫蕩ノ際＝如何ナツテ居ルデアラウカ。吾々jJ検査シタ成績ハ第3表ノ如クデ

・・・:.J第
/1正常範関内慨／i正常冨リ高キモノ例数j1正常ヨり低キモノ例数｜計例歎

16 
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自日チ1E常範囲内ノモノガ多イガ，脳腫蕩ノ時z他ノ脳疾患＝於ケルヨリモ， E常範囲以上＝

Lエステル「比率ノ高イモノガ多イ傾向ヲ認メル。卸チ念性肝機能障碍ノ揚合ト逆ノ：事責ヲ認メ

ルノテFアメレ。併シLヱステル寸比率ガ高イト云ツテモ，スベテ71-80%ノ間＝アル程度デ，著明

6 告移4き19 事事函科賓外本日1024 

ナ増加トハ云ヒ難イ。極ク軽度ニ増加シテヰルニ過ギナイノデ、アノレ。

腫湯ノ部位エヨル差違t就テ見ノレニ．第4表ノ：如クデアツテ， 1）脳下霊腫及ピソ・ノ附近ノ腫

蕩デハスベテ疋常範圏内＝アツテ，異常値ヲ呈スルモノハナイ。 2）之＝反シテ閉塞性脳水腫ヲ

件ツテヰル腫蕩，主トシテ後頭蓋鵠腫蕩デハ京常ヨリ高イモノガ多イ傾向ヲ認、メノレ。卸チ斯ノレ

閉塞性脳JJ¥.腫ヲ伶ヘノレモノハ， I群9例中僅＝ 1, 2 12例ヂアノレガ， E群7例中＝ハ1-5ノ6

一例デアルカラデアル。
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×総i.,;:I，レZ テリン寸量高カリシモノ

fお綿」コレステFン寸量ト LエステJレ1比率トノ関係＝就テハ，

A 低カ Pシモノ

一定ノ闘係ヲ認メナイ。 Lエス

叉綿ιコレステPン寸量元f高テル寸比率ノ高イモノデモ綿Lコレステリン「量ガ高イトハ限ラズ，

イ号ノデモ」ヱ 7.テァレ「比率ガ商イd トハ限ラナイノデアル。

31 頭蓋内手術J血清Lコレステリシつ量＝及ボス影響

脳陣湯剃I＋＇.エヨツテ腫蕩自身 zヨル悪影響ガ除去サレノレト同時＝，臆蕩周囲ノ脳組織＝撃すシー

テ手術時＝器械的損傷ガ初lへラレル0 ，従ツテソノ程度＝ヨリ，或揚合エノ、術前ヨリモLコレス

叉或揚合ェム却ツテ士宮悪スfレデアラウ。此等ノ：影テリン 1代議Jノ｝｜犬態ガ！I授快スルデアラウシ，

響ガ如何＝現ハレノレカヲ検シテ見タノテ・アJレ。

コノ時期＝完全ナル検査ヲ行ヒ得タ例ノミヲトルコトト検賓ハ術後3-4遡ニ於テ行ツ夕刊

スJレ。
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隣腫蕩ノ；揚合ハ第5表ノ如クデアfレ。帥チ大多数ノ揚合＝，手術後棉」コレステリン寸量ガ増

加シテヰJレ。ソノ際Lエステfレ寸比率モ大多数＝於テ精力日セノレガ故＝， コノ綿Lヨレステリン1増

加ノ際，遊離Lヨレステリン寸ヨリモ， Lコレステリン・ヱステル「ノ方ガ俵計＝増加シテヰル謹

デアノレ。 ~uチ Thannhauser J Estersturzト反射デアル。

• 5 表

股 型民 I線噌Lコレ減見テリ9ン6守｜｜噌L"'-;t.／減2レ寸比率% 

1 佐 。 勝下雪量償Li°'ロモ 7 オープ吋腺腫 38.1 7.0 

2 、背 。 4砂 -U  -0.1 

3 谷 。 4少 13.0 9.8 

4 Jll 。 Lタラ＝オ 7 アリンギオーム1 70.7 28.8 

5 有 。 土耳古絵外ιノイリノーム可 -14.0 8.6 

6 清 。 矢骨量.外Lメ＝ンギオーム1 11.1 -0.7 

'T 中 。 聴紳緩陸損害 83.3 一
8 宮 。 多 14.3 19.7 

腫蕩以外ノ脳疾患＝封スJレ手術ノ；揚合ハ第6表ノ；如クデアル。コノ；揚合ノ手術へ大脳一部

切除ヨリ，草ナル試験的関頭＝至ル迄種々ナル程度ノ侵襲デアルガ，ソレニモ拘ラズ，腫蕩手

術ノ；揚合下略々 e同様ナル傾向ガ見ラレノレ。従ツテ綿Lコレステリン寸ノ：増加並.＝..Lエス手／レ寸比率

ノ増加へ腫蕩＝封スル手術操作トハ直接関係ノナイ毛ノデア、yテ，頭蓋内手術トイフヨリハ，

恐ラク｝般外科的手術後＝現ハルル共通的現象ト見倣スベキモノデアラウ。

第 6 表

病 名 ｜ 癒槍しコレ減Z テ 9%, I LエステPレ1比率噌 減 % , 

1 尊 。 良性痴絢 -22.3 -2.0 

の“ 赤 。 タ 27.4 -1.0 

3 辻 i 0 ~ 15.2 4.0 

4 石 。 外傷性繊細 15.7 10.0 

5 鈴 。 頭叢内規制1綾損傷 11.5 5.2 

6 岩 。 外傷性脳萎綴 63.8 16.1 

7 南 偏頭痛 48.3 19.0 、
8 村 。 Lヒステ 9ー吋

, 26.4 -11.0 

9 山 。 偏頭痛 0.9 1.2 

綿括

1) 脳腫蕩ノ揚合＝ハ血清綿Lコレステリン「量ニモしコレステリン・エステル勺比率ニモ型化

ノナイモノガ多イ。而モ何等カノ盤化ガアツテヨササウニ思ハレル脳下＠；：鯉及ピ其附近ノ胆蕩

＝於テモ，著明ナル費化ヲ皇．ス／レモノハ極メテ少イノデア／レD ::tレハ慢性ノ中植府11経性物質代

謝障碍ノ際，一般＝血液中＝ソノ質化ヲ誰明シ難イ事責ト一致スル。

2) 併シ軽度ノ費化ハ認メ得ル。卸チ脳腫蕩ノ揚合＝ハ，軽度エ棉Lコレステリン寸量ノ増加

シテヰルモ F；ガ，他ノ脳疾患＝比シテ多イノデアル。併シコノ際一定ノ部位ノ腫蕩ノ時＝特ニ
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増加シテヰルトイフコトハナイ。叉Lコレステリン・エステル「比率モ一般脳腫軍事特＝閉塞性脳

水腫ヲ伴フ腫蕩＝於テ極度＝増加シテヰル傾向ヲ示ス。脳下垂韓及ピ共附近ノ腫蕩ナルガ故＝

特＝費化著明トイフ事責ハ認、メラレナイ。

3) 脳腫蕩手術後ニモ血清締Lコレステリン「ノ、増加 rLヱステ／レ可比率ノ増加トガ認メラレル

ガ，之ハ腫蕩以外ゾ脳叉ハ頭蓋手術ノ／揚合＝モ同様デアルガ故人腫蕩ノ射出トイフヨトト直

接関係アfレ事賓デハナイ。

4) 以上ノ：事責ヨリ見テ， Lコレステリン「代謝ノ測定トイフヨトハ脳腫寝ノ診断上＝ハ殆シ

ド意味ハナイ。




